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論文内容の要旨

Cr とその合金におけるスピン密度波 (SDW) の性質を調べる為，自己無撞着法により理論計算を

行う。既に知られている Cr のエネノレギ一帯構造に基づ、き， SDW の形成に特に関与していると考え

られる電子及び正孔のフエノレミ面を大きさを異にする正八面体で近似する。乙れらのフエノレミ面にお

ける電子正孔間交換相互作用によって SDW が作られる際に，その他のフェノレミ面から電子の流れ込

みが起ることを考慮する。絶対零度において 3 種類の SDW-即ち，アンテイフエロ，正弦波状及び

螺線状 SDWーの聞の相対的安定性を調べ正弦波状 SDW の最も安定なことを確かめる。合金に対す

る計算はリジッドバンドモデルを用いて行う。 Cr-Mn 合金における SDW の波動ベクトノレの大きさ

がわずかの Mn 濃度においてより大きな値に飛躍する事が導かれる。次に正弦波状 SDW ~こ対する外

部磁場の影響を調べる。スピン分極方向が外部磁場に垂直な SDW は平行な SDW より安定であるこ

とを示しその理由を論じる。又第 2 種の相転移を仮定してネーノレ温度の計算を行う。合金に対する

ネーノレ温度及び、ネーノレ温度における波動ベクトノレの計算結果と実験データとの聞にかなり良い一致が

得られる。最後にネーノレ温度における相転移の次数に関して論じる。

論文の審査結果の要旨

金属クロームではネーノレ温度 310 0K 以下の温度域で結晶格子中にスピン密度波と呼ばれるものが

できる。これはスピン磁気モーメントが格子空間に正弦波状に波打って現われたもので，静止波であ

る。この論文ではクロームのバンド構造の知識に立脚して，電子聞の交換相互作用によってスピン密

度波がクロームおよびその合金において生成されることを理論的に示し，絶対零度におけるスピン密

度波の波数およびスピン密度波生成によってバンド内に発生するエネノレギーのギャップを純クローム
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および合金について計算し，またネーJレ点における波数および振幅の温度変化を計算して，実験結果

の主要なものを説明した。また外磁場がある場合を扱かい，磁場がスピン偏極の方向に平行な場合は

垂直な場合よりも帯磁率が小さい乙とを示して実験事実を説明した。学界の重要トピックスの一つに

対して具体的精密な理論を展開したよい研究である。
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